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`現代女性の自己実現'と`女 性性による癒 し'に 関する一考察
～主体的受容性を巡 って～
廣 澤 愛 子
【要 旨】
父権的なものの見方が優勢な現代社会における女性たちは`父の娘'と呼ばれ、彼女たちは社会的な成功を収め
るなど良いペルソナを保つ一方で、女性が本来持っていたはずの女性性の力と熱情を犠牲にしてしまっていると指
摘されている。ここでは臨床心理学的観点から、`現代女性の自己実現'及 び`女性性による癒 し'について考察
する。
父の娘と呼ばれる現代女性が女性性に纏わるものを取 り戻 し、自己実現に向かうためには、受容という態度を主
体的に引き受けること、すなわち`主体的受容性'を 身に付けていくことが必要なのではないか、と筆者は考えて
いる。ここでは、日本神話におけるアメノウズメのイメージをもとに、`主体的受容性'を 身につけることが女性
の自己実現に必要であることに加え、それが女性性による癒 しにも結びつ くことを、女性にとっての身体やセクシ
ュアリティの意味に触れつつ考察する。そして、主体的受容性を身につけた結果、父の娘たちが触れることになる
世界が、`母娘元型'が 布置された`死 と再生'の 世界であ り、真の自己愛と対象愛に開かれていくことに言及す
る。
1.は じめ に 一`父 権制 の時代'に おい て 一
母権制の時代か ら父権制の時代への移行 が進み、文明の発展 も極ま りを迎 えつつある現代 においては、
この時代 ゆえに取 り組 まなければならない こころの問題や現代社会の病理があるように思 う。 ここでは、
`父権制の時代 における女性の自己実現'と いうテーマを通 して、`主体的受容性 と女性の自己実現'及 び、
`主体的受容性 と女性性 による癒 し'に ついて考えてみたい。
臨床心理学の分野においては、父権制の時代 における女性たちを`父 の娘'と 呼び、彼女たちが抱える
心理学的問題、および、`父の娘'と 呼ばれる現代女性の自己実現について多 くの研究が重ねられている。
Perera(1981)は、父の娘 について、社会的な成功 を収め、良いペル ソナを保つ一方で、本来女性 たちが持
っていたはずの豊かな女性性の本能やエネルギー を拒み、それ らを犠牲 にして きたと言 う。そ して、女性
性の根源 と精神 を回復 させ るためには、父権制の もとでの精神的な娘 としてのアイデンティティを捨てて
女神の精神の内へ と下降 し、地下の世界 に潜 んでいる女性性の力 と熱情 を取 り戻すことが必要であると述
べ、 これが現代女性に課せ られたイニシエーションであると指摘する。父の娘とは、キ リス ト教 という唯
一の父なる神が鎮座す る欧米文化圏において出て きた概念であり、多神教的で母性の強い日本 における女
性 にとってこの現象 をどう見 てい くかは、 ひとつの課題である。 しか し豊 田σ995)も、父の娘 という概念
に注 目し、現代女性が父権的なものの見方や投影に映 し出 される中で自分自身を見出 し、ぽ っか り穴が空
いたような空虚感 にさいなまれてお り、本来女性が持っていたはずの 「女性的なス ピリチュアリテ ィ」 を
失 っていると述べている。
そこで本論では、まず 日本の神話を取 り上げ、父の娘 のモデル と言われているアマテラスのエ ピソー ド
に注目 し、そ こか ら、父の娘 と呼ばれる現代女性 の自己実現 について考察 したい。アマテラスは、父イザ
ナキが母イザナ ミの追跡を逃れ、イザナミがいる黄泉国の臓れを清めるために水 門(み なと)で 襖を行 っ
ていた際、イザナキの左 目か ら産 まれた。 またそれと同時に、鼻か らスサノオが、右 目からックヨミが産
まれている。つま り、アマテラスたちは母 を知 らず、む しろ、母(イ ザナ ミ)の 持つ稼れを清めて捨て去
る過程で、父(イ ザナキ)か ら生 まれているのである。
一方、臨床心理学的な研究において神話を用いることの意味 についてひとこと前置 きを述べ てお くが、
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Jung(1936)は、人間には個人的 な性質 を帯 びた意識的 ・無意識的なこころの部分以外に、集合的 ・非個人
的で普遍的な心の領域があると言い、これを 「集合的無意識」 と呼ぶ。 この集合的無意識は、夢や精神病
者の妄想 などとして様々なイメージを送 り込むが、Jung(1936)は、その内容が神話や昔話 と極めて近い も
のであることに気付 いて、神話学や宗教的儀礼 についての研 究を重ねたのである。 したが って神話には、
人々のこころに大 きく影響 を及 ぼしている集合的 ・元型的なイメージがあふれてお り、その中に登場する
ひとや語 られるエピソー ドか らは、ある時代が集合的に抱えている病いや人々のこころのあ り方 について
多 くの示唆が得 られるのであ る。 したが って ここでは、`父の娘'と 言われる現代女性が抱 える病 いとそ
の癒 しについて、日本神話のアマテラス とアメノウズメのイメージを援用 し、論 じたい。
ところで、 日本神話の中には、 アマテラスがスサノオの侵入 を受けて岩屋 に篭 り、アマテラス及びアマ
テラスが篭 ったことで困っていた八百万の神をアメノウズメが救った、 という大変有名な場面がある。こ
の一連の流れからは、スサノオの侵入に より傷ついた父の娘アマテラスが開かれたのが、アメノウズメの
世界であ り、父の娘であるアマテラスの自己実現に とっては、スサ ノオの侵入によって知ることになった
アメノウズメ的要素を身につけることが求め られている と理解することができる。 したがって、アメノウ
ズメがここで行った ことやアメノウズメの持つちか らについて考察 を深め、アマテラス を代表 とした父の
娘 と呼ばれる現代女性の 自己実現について論述 したい。
これ までの研究 において も、アメノウズメの 「身体性や豊饒性」(横山、1995)は指摘 されているが、
ここではその ような彼女の特性 にも触れつつ、筆者が新 たに重要視 したいアメノウズメの特性、すなわち
`主体的受容性'に ついて考察する。筆者は、父の娘の自己実現に とって、この`主 体的受容性'を 身に
付 けることが必 要不可欠であると考えてお り、ここでは、 この`主 体的受容性'に ついて、まず`父 の娘
の自己実現'と いう視点から論 じ、次に`女 性性 による癒 し'と い う視点か ら考察する。
また、父の娘の 自己実現 について考える際、もう一つ重要 な視点 として、`父の娘'と い う名称 からも
明 らかなように、それはやはり`娘'で あ り、まだ`母'の 領域には足 を踏み入れていないことが挙げ ら
れるだろ う。但 しここでい う`母'と は、一般的 に用いられている意味 での母性 ではな く、Jungの言 う
`母娘元型'に 開かれていないという意味である。Jung(1941)は、母娘元型の世界について、デーメーテー
ル ・コレー神話および、エレウシスの秘儀な どを用いて述べているが、そこでは、母娘元型が もつ 「儀礼
的性的な狂躁 または供犠」 といったグロテスクさや、母娘関係が繰 り返 し引き継がれることか らくる 「世
代 を超えて生 き続ける」 とい う時間の永遠性 などが語 られている。一方、Perera(1981)は、父の娘 につい
て 「デーメーテール ・コレー神話 との関わ りを全 く見出す ことのできない女性」であると述べ、デーメー
テール(母)と コレー(娘)の 関係性のなかで起こる極めて女性的な営みが、父の娘の こころの中には根
付いていない ことを指摘 している。 しか し筆者は、 むしろ、心理療法に訪れる人々の中に母娘 関係 に纏わ
る問題を感 じることが多 く、`父の娘'の 自己実現 について考 える際 にも、母娘関係 を通 して取 り組むこ
とができるのではないか としばしば考えている。このような背景には、河合(2000)も指摘 しているように、
欧米などキリス ト教文化圏においては父性心理が発達 している一方で、 日本 においては母性心理が強 く働
いていることと関係 しているだろうが、 このことから、 日本においては、母娘関係の問題 を糸口にして、
逆 にそこから父の娘が抱 える課題に取 り組むことができるのではないかと推測することができる。っ まり、
母娘関係 に纏わる問題に取 り組むなかでもたらされる救いがあ り、その関係の結びなお しを通 してこそ癒
されてい くものがあると考え られる。 もちろんここでは、実際の母娘関係のみを指 しているのではな く、
母娘元型が布置 されるところに癒 しの契機が持 ち込 まれるのではないかと考 えている。
したがって本論では、父の娘 と呼ばれる現代 女性の自己実現にとって`母 娘元型に開かれること'と は
どのような意味があるのかについても論 じる。その際、先 に、父の娘の 自己実現に とって必要 な`主 体的
受容性'に ついて 日本神話を援用 して考察すると述べ たが、 ここで も、母娘元型について論 じる際 に、ギ
リシャ神話のデーメーテール ・ペルセポネーの物語を用いたい と思 う。この物語は、母娘関係 について考
える際、多 くの臨床心理学者が用いてお り(橋 本,2000、高石,1997、河合,1985、など)、独 自の解釈 を試
みているが、本論で も、筆者な りの見解を示 したいと思 う。
以上、父の娘 と呼ばれる現代女性 の自己実現 にっいて、 まず、 日本神話 におけるアマテ ラス とアメノウ
ズメの関係性 を用いて、「2.主体的受容性 と女性の自己実現」、「3.主体的受容性 と女性性による癒 し一ア
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メノウズメのイメージをもとに一」 についてまとめ、最後に、それらを踏 まえた うえで、父の娘の自己実
現にとって母娘元型が持つ意味 について、ギリシャ神話におけるデーメーテール とペルセポネーの物語 を
用いて、「4.母娘元型に開かれること一死 と再生の世界 一」 について論 じる。
2.主 体的受容性と女性の自己実現
⑦ アマテ ラスとア メノウズメ
父の娘であるアマテ ラスにとってアメノウズメの存在は重要であるが、その前 に、スサノオが アメノウ
ズメの登場 に一役買っている。スサ ノオは黄泉国にいる母 イザナ ミに会いたいと言って大泣 きし、イザナ
キが海を統治するようスサ ノオに命 じたことにも背いてイザナキの国 を去るが、その前 に姉のアマテラス
に別れを告 げるために、アマテラスが統治す る高天原 に登 って行 く。父の娘 アマテラスは、そのようなス
サノオの行為 を、高天原を奪うために侵入 して きた と勘違いする。誓約の結果スサ ノオの身の潔 白が証 明
されるが、アマテラスは、スサ ノオの侵入(暴 力)に 恐れおのの き、 さらに、 自分たちには母がいないこ
とを思い知 らされ、天岩屋戸 と呼ばれる洞窟の中に隠れ、ぴった りと戸 を閉めて しまう。アマテラスは太
陽の女神だったゆえ、世の中は太陽を失って暗 くな り、夜の世界になって しまう。国中に災いが起 き、困
った八百万の神は相談を して、鏡をはじめとしたい くつかのものを用意 し、それ らを洞穴の前 に置いた。
そ してその後、アメノウズメが登場す る。古事記におけるアメノウズメの行為は次の ようなものである。
「アメノウズメの命が、天香山の ヒカゲノカズラをたす きにかけ、同じくッルマサキを頭にかぶ り、同
じく笹の葉 を束ねて手にもって、アマテラスのお隠れになった天岩屋の前に桶を伏せ、その桶の上で、桶
を踏みつけて踊 り狂い、神がかりの ようになって、乳房をか き出 し、裳の紐 を垂れて、女陰 を出 した。そ
こで、高天原はどっと揺 らぎ、すべての神 さまは、アハハ と笑った」(梅原、1985を参照)。
そ して、 アマテラスはその笑いに反応 して、結果的に洞窟か ら出て くることになるのである。
父の娘の変容 にとって、 まずはスサノオの侵入が大 きな意味 を持つ。スサノオが侵入 してきた際、アマ
テラスは武装iして迎 え撃 ったというが、父の娘と して男性的な傾向を持つアマテラスがたとえどんなに武
装 しても、スサノオはその荒々しさで、アマテラスのペルソナを剥が してしまう。スサ ノオの侵入により
アマテラスは深 く傷つ き、洞窟 に篭 り抑 うつ状態に陥るが、傷ついたことの`痛 み'を 経験す ることで、
初めて本当の(等 身大の)自 分自身を見知ることになる。
そ して、ペルソナを剥が されたアマテラスが見た新 しい世界がアメノウズメである。アメノウズメは、
自らの裸体 をさらして踊る。 アメノウズメが身体性や豊饒性 と深 く結びついた存在であることは よく指摘
されているが(横 山、1995など)、ここではさらに、アメノウズメがそのような身体性 を自ら生 き生 きと
体現 しなが ら、一方では八百万の神の前で、`見られる身体'と いう客体 としての身体であることを引 き
受け、他者の笑いを被 り、さらに最終的には、アマテラスのみならずその場 にいた八百万の神 をも救 う役
割 を果た したことに注 目したいのである。横 山G995)は、「アマテラスは、アメノウズメとの接触 を通 じ
てのみ 『父の娘』か ら真の女性的存在へ と変容することがで きた といって も過言ではない」と述べてお り、
アメノウズメの踊 りが 「デ ィオニ ューソス的側面」 を持 っていることを指摘 している。ディオニューソス
的宗教 とは、「自分の動物的性質に身を委ねる ことによって 『母なる大地』の豊饒な力 を経験 することの
必要性 を教える、底抜 け騒 ぎ的祭儀を内容 としていた」(Henderson、1964)のであ り、その儀式は、主 と
して女性たちの ものであ り、狂躁状態のなかで生賛を八つ裂 きにして捧 げた という(Perera、1986)。この
血に纏 わる供儀は、Jung(1941)が母娘元型について述べている、「ときとして月経の血 を月に捧げる儀礼的
性的な狂躁または供犠」 とい う様相 とも重な り、身体性や豊饒性、エロス的側面、などとの接触が、父の
娘 としてのアマテ ラスの変容 に必要不可欠であると理解 される。
しか し一方で、アメノウズメの`自 らが笑いを引 き受ける'と いう側面や、それゆえに`場 を救済する'
とい う側面は今 まであま り指摘 されなかったのではないだろ うか。
身体 をさらして見世物 にな りなが ら、決 して主体性は奪われず、笑われる ものであ りなが ら自ら笑うも
ので もあるところに、アメノウズメの強 さがあ り、主体的受容性が生 き生 きと根付いていることが感 じら
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れる。すなわち、豊饒性 やエロス的側面 に繋がる`主 体 としての身体'を 持 ちなが ら、同時 に他者に見 ら
れ、笑 われる`客 体としての身体'を も生 き、それを`主 体的に'受 け入れているのである。この ような
主体的受容性 を身につけることに よって、主体 と客体の両義性 を見事にこなす というアメノウズメのあ り
方が、アマテ ラス を代表とした父の娘たちには欠けているのであ り、そのような態度を獲得 してい くこと
が彼女たちの自己実現には必要不可欠なのではないだろ うか。そ してまた同時に、 この ような主体的受容
性 を身につけることによって、`女性性 による癒 し'に 開かれてい くことに もなるのではないだろうか。
笑いとは、癒 しになると同時に、時には喚笑にもな り、人を傷つけ、攻撃する。アメノウズメも神々の
笑いを身に受 けて傷 を負い、身体に刻み、痛みを感 じる中で、場 を笑いで浄化する。そ してこれ こそが、
女性性が背負 う、誇 らしくもあ り、どこか悲 しくもある、 しか し必然 としての`癒 し'の あ り方なのでは
ないだろうか。アマテラスはこの ような癒 しの世界 に開かれていない。傷を負うこともできない 自己保存
の段階に留まっているといえる。矢吹Q991)も、アマテラスの性格 について 「自意識過剰なナルシス ト」
的側面を指摘 し、アマテラス にナルシシズム的な問題があることを示唆 している。このことから、父の娘
であるアマテラスがアメノウズメの世界に触 れるとい うことは、自己完結的で自己保存的である楽園を捨
て、ペルソナも脱 ぎ去 って外界 に身を投 じ、女性性が担 う`主 体的受容性が もたらす癒 し'に 開かれるこ
とを意味するとも言えるだろう。そ してそれは、閉じられた自体愛的な世界から、真の自己愛 と対象愛へ
開かれてい くことだ とも言 え、このような`真 の自己愛 と対象愛 に開かれること'と は、後に触れる`母
娘元型'に 開かれた とき父の娘たちが体験することで もあ り、父の娘たちの変容の証 として大 きな意味が
あるように思 う。 したがって、これについては 「3.母娘元型に開かれること」において、再 び触 れるつ
もりである。
いずれにせ よ、神話におけるアマテラス とアメノウズメの関係性やアメノウズメの振 る舞いには、父の
娘 の変容 にとって必要な`主 体的受容性'の 確立と、その確立によって父の娘 たちも与かることになる
`癒し'の 本質が示 されていると言えるだろう。
② 主体 と しての身体 、客体 と しての身体 一 ア メノウズメの身体 を通 して一
神話において、 アメノウズメはアマテラスを救済する際、 自らの身体 を生 き生 きと体現 しなが ら、一方
では見 られる身体 として、「ス トリップ ・シ ョウ」(鶴見、1997)を演 じた。先 にも述べ たようにここでの
アメノウズメは、主体 としての身体 と、客体 としての身体の両義性 を見事に生 きている。
ところで、Zab雨kie(1982)の論考からは、父の娘 と言われる現代女性の特長 について、社会的な成功 を
収めているという意味でペルソナを保っていることに加 え、セクシャルな女性 としてアイデ ンテ ィテ ィを
確立 している人がいることも示唆 されている。すなわち、主体と しての身体である前に、他者の期待に応
える客体 としての身体を生 きさせられているのである。そ して、主体的な身体 を現代女性が生 きに くくな
っていることについては、水田(1992)も次のように述べている。
「女性にとって、い まや 自分 自身の身体は、最 も困難で重大なプログレマティックである。主体がそ こ
に不在であるために、つまり、子を宿すが主体を宿す場 とはみなされなかったがゆえに崇められてきた女
性の身体、その身体 をメタフォアとした物語 を読むことを通 してのみ認識への道をかろうじて開いてきた
女性は、一方では新たな深層 とされ、他方では深層 を空に して(子 宮を取 り除いて)、女性の身体をみず
か らも消費 しうる商品 とされなが ら、その物語のテキス トは不在の ままなのである」(水田、1992)。
女性は崇め られた身体 を、ただ無意味に生 きてきたわけではないだろう。それについては、水田G998)
も、「強いられた仮の美 しい姿の奥底に、本性である山姥 の自我 をいつも隠 し持ち、愛や介護 の名のもと
に男や子供 を食べ尽 くして生 き延 びて きた、 したたかな女の姿 と自己意識がある」 と述べてお り、そこに
は女性の意図なき糸が隠 されている ように筆者 も感 じている。
しかし、た とえそうであった として も、閉じられた自体愛的な世界で自らの身体 を空 っぽにして、その
器の中に投 じられたものを無批判 に受けるしかない、それに伴 う痛みを覚えるのもまた事実である。先 に、
アマテラスが自己保存の段階 にあ り、傷を負 うこともで きないと述べた。父の娘たちは、客体 としての身
体 を生 きさせ られていることにすら気付いていないのか もしれない。ナルシシズム的な問題 を持つ人たち
`現代女性の自己実現'と`女 性性による癒 し'に関する一考察 ～主体的受容性を巡って～ 185
との心理療法 において、筆者が よく感 じる心理学的問題は、`変化 ・変容が起 こらないこと'で あるが、
アマテラスは、スサノオの侵入 を受け、洞穴 に篭 り、自らのナルシシズムの問題に気づいた とき、初めて
アメノウズメの世界に開かれる。つまり、閉 じられた自体愛的な世界 一それはある種の楽園だが一が打 ち
破 られ、本当の主体性を獲得するための変容の一歩を踏み出すのである。
近年、摂食障害の女性が増えていることの背景には、女性が真の`主 体的な身体性'を 生 きようとする
試みが込められているのではないか と、筆者は感 じている。つまり、摂食障害の女性たちは、 自らの身体
を拒絶 し、女性であることを否定するかのようにガリガリにやせ細 るなか、押 し付け られた身体性 を生 き
なければならない という現状 に反旗 を翻 しているのか もしれない。ガリガリに痩せ細ることが正 しい方法
であるとは思えないにしろ、彼女たちの叫びか らは、何 ものにも属 さない、あるいは何 ものか らも属 され
ない、私自身であ りたいという思いがひしひしと伝 わって くる。 しか し、たとえ彼女たちがどんなに自ら
の身体を傷つけ、否定 した としても、女性は身体 とともに生 きているのであ り、女性のセクシュァリテ
ィー産む性であることも含めて一を受け入れて、真の`主 体的な身体性'を 確立 してい く過程を歩んでい
かなければな らない。他者に期待 される客体 としての身体 とは異なる、主体としての身体の確立は、現代
においてそ う簡単にで きることではないが、父の娘 と呼 ばれる現代女性 に託 されたひとつの課題である よ
うに感 じられる。
しか しまた、逆の ことを述べるようだが、アメノウズメが主体と しての身体のみならず客体 としての身
体をも生 きたように、女性 たちは客体 としての身体 も意識せざるを得ない ように思 う。なぜな ら、アメノ
ゥズメの踊 りが場の救済へ と導いたように、そこには、女性性が持つ癒 しの契機が隠されているからであ
る。 このことは、父の娘の中にセクシャルな女性 として自らのアイデンテ ィテ ィを確立 しようとした女性
がいたことの意味深 さを感 じさせる。女性のセクシュアリティが、癒 しに繋がるものであることを無意識
的に知っていたのか もしれない。 もちろん言 うまでもないことであるが、これは客体 としての身体 のみを
生 きるとい うを意味 しているのではない。客体 としての身体のみを生 きるとい うことは、他者の投影の生
賛一スケープゴー トーになって しまう。 しか し、先 にも述べたように、 アメノウズメが主体 としての身体
を生 き生 きと体現する一方で、客体 としての身体を晒 して場を救済 したことを考えると、現代女性が抱え
ている課題 とは、ただ`主 体的な身体性'を 取 り戻す ことだけではないだろう。つ まり、主体 としての身
体 を生 きながら、一方では客体 としての身体 を生 きることもできるという`主 体的な受容性'に 開かれる
ことが求められているのではないだろうか。鶴見G997)は、現代 においてアメノウズメ的心性 を生 きた人
を幾人か挙げているが、その中で、ある女性の 「私 はだるまさんの ように生 きたい」 という言葉 を取 り上
げ、「自分を人 とわかちたい とい う気組みがせ りふ にあらわれている」 と言 う。 ここでいう`わ かちたい'
が、個の埋没に徹 して場の繋が りを重ん じ、客体 としての身体 を生 きることを意味 し、場 としての救済に
導 くところであると筆者は感 じている。また一方、だるまは何度倒 して も跳ね返 ってもとに戻 ることも指
摘 されてお り(河 合、1987)、ここか ら、あ くまで主体 としての 自分 を確立で きる強 さがあることが感 じ
られ、主体 としての身体 を生 きることや、`主体的に'、主体としての身体 と客体としての身体の両義性を
生 きる存在であることが強調 されるように思う。
したが って、父の娘 と呼ばれる現代女性の自己実現を考える際には、主体 としての身体 と客体 としての
身体 とい う`両 義性'を`主 体的に'生 き、その両者を`繋 いでい く'強 さが求め られている と言えるの
ではないだろうか。そ してこの`両 義性 をつなぐ'こ とや、アメノウズメの振る舞いをモチーフにしてこ
れまで述べてきたような、`個の埋没に徹 しながら場 としての救済に導 く'と は、換言すれば、Jung(1954)
の言 う`ト リックス ター心性'に 開かれることだ とも言 えるだろう。次章では、この`ト リックス ター心
性'に 焦点を当てて、アメノウズメのモチーフから考 えられる女性性が担 う癒 しについて考察する。
3.主体的受容性と女性性による癒 し一アメノウズメのイメージをもとに 一
① 救済 と トリックスター
先のアメノウズメの態度 について`場 を救済する'と 述べたが、古事記においては他の場面でも、アメ
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ノウズメは事態の救済に任命 されている。それはニニギの天孫降臨の際の出来事 である。ニニギの供ぞろ
いの一人として加わっていたアメノウズメは、分かれ道のところで、見 るからに恐ろ しげな男神`サ ルタ
ヒコ'と 出 くわ した際、例のごとく自らの身体をさらして相手の緊張 を解 き、サルタヒコとうま く交渉 し、
道案内を してもらうことに成功する。そ してその後、サルタヒコの頼みを聞いて、彼の住みかがある伊勢
のサナダのイスズカワの川上 まで送ってい く。つ まり、アメノウズメはサルタヒコと手に手 をとって古事
記か ら姿 を消すのである。 ところで、サルタヒコは、外見上は怪 しく奇異な存在であったが、アメノウズ
メはそれに惑わ されることな く、サルタヒコの本質を見抜 き、彼が道案内の役のために分 かれ道 に立 って
いたことを聞き出す。その際、自らこころと身体 を開 くことによって相手に も同 じことを求め、また、笑
いを誘うことで相手の緊張 をほ ぐすのだが、 この`開 く'は 、宗教的な開示にまで繋がる ものであるとも
言われてお り(河 合、1982)、鶴見(1997)はこのようなアメノウズメの力 を 「風穴 をあける力」と称 し
ている。これは、既成の概念や価値観に惑わされることな く独 自の判断を持 ちなが ら相手 の本質 を見抜 き、
繋がるちか らである と言えるだろう。
また、アメノウズメとサル タヒコは夫婦であると言われているが、ニニギは無事この世 に降 り立つ こと
がで きたことに感謝 して、アメノウズ メにサルタ(猿 田)の 姓 を名乗るよう命 じ、それからアメノウズメ
の一族 の女はサルメ(猿 女)君 と呼ばれるようになった。猿女一族は、日本の歴史の初期 において、天皇
家の祭祀 に関わっていた と言われてお り(西 郷、1998)、代々、祭司 として神事や芸能 に仕 える ようにな
ったという。 したが って、 アメノウズメは芸能の神 とされているが、倉塚(1986)は、アメノウズメの踊 り
について、「この狂態はシャーマ ンの ものであ った。シャーマ ンは騒擾楽器の音 とともに桃惚状態 に入 り、
魂 を霊界におもむかせ、そこで得て きた霊力をもって病める肉体や魂の治癒 をはかる」 と述べてお り、こ
のような巫女は縣巫女 と呼ばれている(柳 田、1913-1914)。そ して さらに柳田(1913-1914)は、平安
時代における白拍子 も縣巫女 との関連で捉 えてお り、彼女たちは高い教養 とす ぐれた芸能を身につけた聖
なる娼婦であ り、神々に仕 える女性であると考 えられている。佐伯(1987)も日本の遊女を同様の視点か ら
捉 えている。つま り、アメノウズメは踊 りや楽器の演奏といった芸能の祖であ り、 また性 を聖なるもの と
して生 きたかつての遊女たちの原像 にもなる、神に仕 える巫女的な存在 として把握で きることが分かる。
そ してこの巫女は、天皇の皇女の一人が順番にアマテラス に奉仕す る巫女にならなければならない 「斎宮
制度」 のように、処女でなければな らないというきまりとは全 く対照的に、アメノウズメの 「身体性 と豊
饒性」、「デ ィオニューソス的側面」(横山、1995>を体現 した巫女たちなのである。
やや論旨がそれたので元 に戻す と、神話 においては、先のサル タヒコとの出会いの場面のように、 アメ
ノウズメは緊急事態に現れてその場を救済すると、すっと消えてい く。実際、古事記 ・日本書紀の中にア
メノウズメは3回しか出てこないが、このように辺縁を漂いなが ら`個 の埋没に徹 し、自らをさらすなか
で場 を浄化 してい く'と いうのがアメノウズメのスタイルである。そ して、このような`受 容 と救済'と
いう態度から連想 されるのは、先 にも述べ たように`ト リックス ター'で ある。
トリックス ターとは、多 くの神話で活躍する`い たず らもの'、`道化師'で あり、ギ リシャ神話 におけ
るヘルメスや 日本神話 におけるスサノオが これ に当たると言 える。 トリックス ターは誰かにいたずらを し
て傷つけた人々の復讐 を受ける。軽い レベルで言えば、冗談 を言 って笑いを被るということになり、 もう
少 しシビアに言 えば、肉体的 ・精神的な苦痛 を受け、永続的な心の痛みを来た し、傷ついた もの として相
手 を癒 し、悩めるものが悩みを取 り去るというスタンスである。繰 り返 し述べたことだが、アメノウズメ
が`笑 い'と いう癒 しの瞬間をもたらした と同時に、その笑いを一身に浴 び、自らの身体 に刻み込 まれる
なかで、アマテラスを救済に導 き、しかし、その笑いに`笑 殺'さ れることな く主体的にそれを引き受け
るところが重要 なのである。これを道化 という観点か ら見ると、 まさに笑いを引 き受けるような行為を自
らして、`愚か者'を 演 じ、 ときには笑われるだけでな く、「何 ども死 にそ うな目に会わされ…(略)…
なぐられた り、けられた りして、ぶ っ倒 れなが ら、道化はまた立ち上が って くる」(河合、1987)のであ
る。そ して、道化 自身は 「初めから終わ りまで変る ことがな く、その まま」であ り、「自分の変化は全 く
問題外」だが、「これこそは真の救済者の姿 に近い」 イメージであ り、場に対 しては 「徹底的な影の世界
の演出 によって、宇宙的な全体性 を回復 しようとする死 と再生の秘儀」 を行っていると言えるのである。
自分 自身の個人的な成長は全 く考えず、場の成長、すなわち場がクリエイ トされることを目指すのであ り、
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これが、筆者が アメノウズメの特性 として`個 の埋没に徹 し、 自らをさらす なかで場 を浄化 してい く'と
表現 したところである。
つ まり、アメノウズメの振 る舞いには トリックス ター的な癒 しが多分 に含 まれているのであ り、鶴見
(1997)は、アメノウズメが権力 によってまとめあげられたひ とつの閉ざされた体系 を、笑いを誘うことで
くず し、支離滅裂 な形に帰 して別の局面へ と誘 っているとして、「アマテラスの権威 を、選挙によってつ
くりかえるひとつのきっかけをつ くった人」だと述べたが、まさに死と再生 を司 り、場 を更新する トリッ
クス ター的な役割をアメノウズメが果た していることが示唆 されている。そ して、ここで大切 なのは、 ア
メノウズメの`裸 踊 り'が トリックスター的な癒 しに結 びついていることであ り、一見`愚 かな者'と
してただ笑われるだけに見せかけておいて、実はそこに 「身体性や豊饒性」 など女性の身体が持つ癒 しの
ちからが体現 されていることである。その意味 においては、アメノウズ メの もたらした`笑 い'に ついて
も、売笑性 という言葉があるとお り春 を売 ることと同義的に考え、先に触れたように遊女や白拍子 にも繋
が るような、性の持つ聖性がもたらす癒 しという側面が考え られる。そ してもちろんこの聖性 とは、斎宮
制度において重要視 される処女性 のような、臓れな きもの という意味合いではな く、「女性性の大地的 な
r下方部分』」(横山、1995)を含んでいる。アメノウズメの子孫が猿女一族 と呼ばれたように、そこには、
猿の持 つ動物的で性的 タエネルギーや、Jung(1954)が下等極 まりなく、軽蔑するべ きものであ りなが ら、
神的なもので、最 も高 きものとして重視 した 「神の牝猿」のように、下なるもの と上なるものという相反
する ものの内在化のちからが含まれている。そ して強調 してお きたいのは、笑われるという道化の役割 を
通 してこそ、この ような、身体性や大地に根付いた性に内在する癒 し、すなわち女性の身体が持つ癒 しの
力が生か されるという点である。鶴見(1997)は、おたふ くが アメノウズメの系譜 を引 くと述べているが、
おたふ くを見 たときに感 じるあの`こ っけい さ'や 、アマテラスを救済するためにパ ッと服をはだけて踊
る、どこか愚かしくもあ りこっけいなその姿を通 してこそ、アメノウズメが持 つ女性性 の癒 しが もたらさ
れるのである。
つま り、アメノウズメが主体 としての身体 を生 き生 きと体現 していることで 「身体性や豊饒性」(横山、
1995)に繋がる女性性の癒 しが生 まれて くる一方で、 またそれが、場の救済(浄 化)と いう癒 しとして実
際 に生か されるためには、道化的な振 る舞い をして客体 としての身体を も生 き生きと体現することが求め
られているのである。す なわち、ここで も繰 り返すことになるが、主体 としての身体 と客体 としての身体
の両義性 を生 きる とい う`主 体的な受容性'が 、女性性 による癒 しをもた らすことに繋がるのである。父
の娘 と呼ばれる現代女性 には、アメノウズメが持つ`主 体的受容性'を 培い、主体 としての身体 と客体 と
しての身体の両方 を生き、女性性による癒 しへ と繋がることが求められているのである。
②Sexuality一性 と霊性 につい て一
アメノウズメの裸踊 りからは、 これまで も 「身体性や豊饒性」について論 じられ(横 山、1gg5)、本論
で も、この ような、女性の身体に源を発する女性性 による癒 しについては言及 して きた。 しか し、 ここで
はそのことも踏まえつつ、先に少 し触れた、アメノウズメが縣巫女の祖であ り、遊女や白拍子の原像にも
なっていることを中心 として、女性 にとってのセクシュアリテ ィの意味や父の娘の自己実現 にとってセク
シュアリティが持つ意味 について検討 したい。
日本における遊女と同様 に西洋においても、神殿巫女や神殿売春 と呼ばれる女性 たちがお り、彼女たち
は神殿に居て、そ こを訪れる不特定多数の男性(Stranger)に身体 を許 していた という。 この ような聖娼
の行為 は、今 日的な価値観の もとで理解 されるような`売 春'と は異な り、匿名性の出会いの中で、個人
的関係 を越えた聖なる性 の結びつ きを経験 していると言 える。古代バ ビロニアでは、その国のすべての女
性が一生に一度は、愛の女神 の神殿 に篭 って、見知 らぬ男性 と交わ らなければならなかったといい、聖娼
の儀式が女性 のイニシエーシ ョンとして存在 していたことを示 している。また、古代のわが国において も、
女性は異界からやって くる異邦人(Stranger)を歓待 し、この 「まれびと神」 と一夜をともにすることを
経験 して初めて人間の妻 になることがで きたと言 う(折 口、1929)。この ように、女性はまず神 との交わ
りを経ることが、個人と して、すなわち、人間としての妻になるために必要だったのである。
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近年、この聖娼のイメージが臨床心理学の分野で も重視 されているが、神々との聖なる性 の結びつ きは、
象徴 的 に考 えて みる と、個々 の女性 に とっては どの ような体験 とな るのだ ろ うか。 それ につ いて
Neumann(1953)は、「神々との霊的な悦惚の交わ りを結ぶことで自分 自身の本性にひそむ奈落の深みを体験
する」 と述べているが、筆者は性的な交わ りであ りながら、それが 「霊的な幌惚の交わ り」 と表現 されて
いること.に注 目したい。ここでい う`霊 的'と は どういう意味であるのかはっきりはわか らないが、河合
(1998)も、聖娼のイメージか ら 「性 と霊性の一致 を招来する」 と述べてお り、ここで体験 される性の交わ
りは、同時に霊的なものであることは理解で きる。そ して、加藤 ・鎌田(2001)も、性 と霊性は もともと一
如であるべきだと指摘 してお り、性 と霊性が分離 して しまっていることが現代の大 きな問題 だと述べてい
る。霊性 とい うと、上から降 りて くる もの という印象を持つ こともあるかもしれないが、性 という大地や
豊饒性 と結 びつ くような下から昇 って くる ものであるところに、ここでいう`霊性'に 大 きな特徴がある。
Schw頒z-Sa[ant(1982)も、 このような下か ら上へ と到来する霊性 について言及 してお り、「身体の霊」、
「再生するもの に内在する霊」、あるいは 「ディオニュソス的霊」 と呼んでいる。彼 は、このような霊性に
触れる体験 とは、生後1～2ヶ 月の乳児が経験 している快楽(こ の頃に見 られる乳児の微笑みにはそれが
表れていると言 う)と 同 じであり、ヌ ミノース性があると述べている。生後1～2ヶ 月の乳児が経験 して
いるものと考 えていることから、ここで言う霊性 とは、極めて身体感覚的なものだと理解で きるであろう。
また、加藤 ・鎌田(2001)は、性 と霊性の問題 に取 り組んだ人 として、 ドイツの女性神秘家である ヒルデカ
ル ト・フォン・ビンゲンを取 り上げ、その中で、彼女の 「腰 に霊性の花が開 く」という言葉を引用 している。
この言葉は大変示唆的であると思 われ、筆者はこれを、性そのものの中に霊性が宿ると理解 した。このこ
とは、聖娼のイメージに見 られる聖なる性 の交わ りに霊性が込め られていることや、霊性が下から上へ と
昇って くることに繋がるように思 う。そ して ここか ら、アメノウズメの系譜 を引 く聖娼たちが経験 した性
の聖なる交わ りに込められる霊性 とは、性の交わりを通 して得 られる、身体 を突き抜 けるような身体感覚
的体験その ものであり、下から上へ と至るような`身 体的な霊性'と 呼べるようなものではないか と考 え
た。また、 ヒルデカル トの 「腰に霊性の花が開 く」 とい う言葉か らは、性を通 して初めて霊性 に開かれた
という印象があ り、女性たちが、聖娼 にイメージされる性の交わ りによって初めて霊性 を知ることとなっ
た、と理解できるだろう。
その意味 で、縣巫女 に繋が る ようなアメノウズ メ的 な世界 に触 れ、 アメノウズメが体現 してい る
Sexualityに開かれ ることとは、`身体的な霊性'に 開かれることを意味 していると言 える。現代社会にお
いては、性 と霊性 の分離 を問題 として取 り上げる声は大き く(加藤 ・鎌田,200藍、高石 ・管野,1998など)、
援助交際などの問題 とも関連があると推測 される。父の娘 と呼ばれる現代女性の自己実現 という側面から
考えて も、聖娼の儀式が 「娘が母になるためのイニシエーシ ョン」(河合、2000)と言われ、これが人間の
妻になる、す なわち、結婚する前 に体験 しなければならなかった儀式であることを考 えると、父の娘が母
の領域 に足を踏み入れるためには、`身体的 な霊性'を 体験 していることが必要だと言える。おそら く、
セクシャルな女性 として自らのアイデンティティを確立 している父の娘 は、性に内在する霊性 に開かれて
いないであろう。 しか し、女性に とって性 とは、ヌ ミノースであると同時に、`身体的 な霊性'に 開かれ
る大きな経験であ り、性 を通 して触れることになる`霊 性'こ そ、女性が本来 もっていた直観や知恵 と結
びつ くものではないだろうか。豊 田G995)は、父の娘 と言われる現代女性が取 り戻 さなければならない
「女性的なスピリチュアリテ ィ」について、「深い女性の知恵 といっていい ような ものであ り、合理的な理
性 を超 えた超越的 な知恵である」 と言っているが、ここでい う`身 体的な霊性'と も、女性的な`知 恵'
という点では一致 してお り、 この ような身体を通 して得 られる霊性 を体験することが、父の娘の自己実現
には必要なのではないだろうか。横山(1995)が指摘するアメノウズメの 「身体性 や豊饒性」 とい う特性が、
なぜ父の娘であるアマテラスの自己実現 にとって必要不可欠であったかについては、 この ようなSexuality
に内在する霊性 という側面が もっと強調 されて も良いのではないかと筆者は感 じてお り、アメノウズメの
もた らした笑いが、霊性 の込められたSexuahtyの持 つ癒 しと同 じ源流 を持つからこそ、アメノウズメの振
る舞いに意味があるように思 うのである。
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4.母 娘元 型に開かれ る こと一死 と再生の 世界 一
ここまで、アメノウズメのイメージを中心的に用いて、父の娘 と呼ばれる現代女性の自己実現 と女性性
による癒 しについて考察 してきた。
その中で、アマテラスを代表 とした父の娘たちが、アメノウズメに見 られるような、`主体的な受容性'
を獲得 し、主体 としての身体 と客体 としての身体の両方 を生 き生 きと体現することが、女性の自己実現に
必要であるとともに、女性性が担 う癒 しに開かれることにもなると結論付けた。そ してその際、アメノウ
ズメが持つ`ト リックス ター性'を 強調 した。 さらに、アメノウズ メが遊女や白拍子の原像に もなってい
ることから、性を聖なるもの として生 きた聖娼のイメージに触れ、そこか ら、性 に内在する霊性、すなわ
ち`身 体的な霊性'に ついて言及 し、父の娘たちが このような霊性 に開かれる必要があることにも言及 し
た。
ここでは、父の娘たちが`主 体的受容性'を 得て、`女性性による癒 し'に 開かれ、`身体的な霊性'を
体験 したとき開かれる世界 について考察 したい と思 う。
冒頭でも述べたように、筆者 は`父 の娘'に ついて、 まだ`娘'で あ り`母'の 領域 には足 を踏み入れ
ていないことが重要であるように感 じているが、これ までに述べてきた、`主体的受容性'や`女 性性 に
よる癒 し'、`身体的な霊性'と いう経験 を経 た娘 は、`母'の 領域 を知るようにな り、母娘元型 に開かれ
てい く。それは、`身体的な霊性'を 体験す る聖娼の儀式が 「娘が母になるためのイニシエ ーシ ョン」(河
合、2000)であることか らも明らかであるし、 また、先 にも触れた ように、アメノウズメの身体性や豊饒
性に纏わる世界が、母娘元型が もつ 「儀礼的性的な狂躁 または供犠」(Jung、1941)というグロテスクさ
と重なることからも分かる。
そこで、母娘の物語 として有名なギ リシャ神話のデーメーテール とペルセポネーの要旨を簡単に述べた
上で、母娘元型が布置 されたときに父の娘が体験する世界 を明 らかにする。
～ 太母神デーメーテールの娘であるペルセポネーが、冥界の王ハデスにさらわれて しまう。デーメー
テールとペルセポネーの結びつきは大変強かったため、デーメーテールは悲 しみに暮れ、土地 を不毛に し
て娘 を返 して くれと神々に要求 した。そ して、その妥協案として、娘は一年の三分の一を夫ハデスのいる
冥界で、三分の二 を母デーメーテール と地上で暮 らす こととなった。～
この物語 について、橋本(2000)は、「男性 の侵入によって力尽 くで母娘 は引 き離 されて も、季節がめ ぐ
れば母娘はふたたび一つ となり切 り離 されることはない」 と述べている。すなわち、母と娘はその関係性
を切 っては繋 ぎ、切っては繋 ぎ を繰 り返 し、その関係の結 びなお しを通 して、母娘の関係は永遠に続 く
のである。つまり、デーメーテール とペルセポネーの神話になぞらえられるエ レウシスの秘儀 にも見 られ
るように、母娘は死 と再生 を司 りなが ら、命の永劫性を担ってい くのである。このことを母親 と娘の関係
に焦点をあてて、Jung(194Dは以下の ように述べ ている。
「どの母親 も娘 を、どの娘 も母親 を、自分の中に含んでいる と言える。.つまり、女性 は誰で も、過去 に
向かっては母の中へ、未来 に向かっては娘の中へ と、自分を拡大する。 この融即 と混合から時間に関する
あの不確実 さが生 まれる。つ まり、女性 はは じめ母 として生 き、後には娘 として生 きる。 この結合 を意識
的に体験することによって、世代を超えて生 き続けるという感情が生 まれるのである」(Jung、1941)。
筆者 も、い くつかの母親面接や母親 との関係 に問題のある娘の面接 を経験する中で、最後のところでは、
生命 という大 きな環を担 う存在 としてのおんなであることで、母 と娘が繋が りを有 していることを感 じる。
父の娘 と呼ばれる女性た ちは、この ような繋が りを感 じられず にい ることが大変多いように思 う。ある摂
食障害を呈する娘の母親は、父の娘 的心性 を多分に もち、娘 とのつ なが りを育むことが非常 に難 しく、い
つ も淡々と話 していた。そ して、切 られ続けてきた娘のほうが摂食障害 という病理 を出 さざるをえなかっ
たのである。 しか し、心理療法の過程で母娘元型に開かれ、この繋が りを実感することがで きたとき、母
と娘の関係は大 きく変化 し、 自分 たちが大いなる生命の担い手 としていのちをつなぐことを知 り、「自然
や宇宙 と感応するようなちか ら」(豊田、1995)に開かれてい くのである。
つまり、`父の娘'た ちが開かれる世界 とは、`死と再生'が 起こる世界であると言え、そこでは、万事
は流転 し、四季は移 り変わ り、生あるものは死 に、また新たな生が芽生 え、その生 と死のサイクルが永遠
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に続 く。そ して、父の娘たちが生 きて きた変化 ・変容のない自体愛的な世界は破 られるのである。死 と再
生が起 こる世界は、Jung(1941)が、母娘元型が布置 される世界 について述べているようなグロテスクさを
確かに有 しているが、 これ こそが生 きとし生 ける ものの、あるが ままの、また当た り前のあ り方だと言え
るのではないだろうか。そ して、この ような`常 に変化 し続ける生'を 主体的に生 きてい くことが、必然.
としての生 なのではないだろうか。
自体愛的に引 きこもっていた父の娘たちは、 このような生命のリズムにのっとった、大いなる生命の流
れの一端にす ぎない、 しか し尊い、個 としての人生があることを知る。そ してその中で、森羅万象 とのつ
なが りを感 じ、真の自己愛 と対象愛 に開かれながら、尊い個 としての人生 を主体的に生 きてい くのである。
父の娘 にとって母娘元型に開かれるとは、`生'と`死'、.そしてその両方 と結びつ く`Sexuality'に真 に
開かれ、身体ごと女性 としての 自分を受け入れ、生 きてい くことだと言 うことがで きるだろう。
5.終 わ りに
`現代女性の 自己実現'お よび、`女性性が担 う癒 し'に 焦点を当てて、考察 してきた。 ここに述べた
ことが らは、 日々の臨床経験の中で得 られたことに基づいている。実際の臨床の中で体験 していることを
言葉に して表現することの難 しさを痛感 しているが、今後 も、このテーマに沿 って臨床心理学的な観点か
ら研究 を深めてい きたいと思 う。
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Astudyonthe`self・actualizationofwomeninmodernsociety'
and`theIYAS田fromfbmin董nity'
～Concerning `activepassiveness'～
HIROSAWAaiko
Inmodems㏄ 重ety,withapatemalwayoflookingaUhings,womenalerefeπedtoas`Daughtersofa
Father,.hispointedoutelsewherethaUhoughtheyhaveanadaptive`Persona',fbrexamp監egainingaposition
inacompany,theyhavesacrificedthepassionandpoweroffbmininitylheyoncehad.Inthispaper,the`selF
actualizationofwomeninmodems㏄ietゾand`theIYASHIfヤomfbmininity,arediscussedffomtheviewof
clinicalpsychology.
Theauthorbelievesthatwomeninmodemsocietymustvoluntarilytakeanattitudeofpassiveness,thatis
tosay`activepassiveness,,toclaimbackthepassionandpoweroffもmininity.Thispaperexplains,byusingthe
imageofGoddess`AMENOUZUME,ffomaJapanesemyth,thaεge面ngbacktoanattitudeof`active
passiveness,.isavitalcond姓ionfbrse1Facωalizationofwomeninmodemsociety,Italsodemonstrateshowthis
pr㏄essisllnkedtotheIYASHIf震)mfbmininitybyfbcusingonthemeaningofbodyandsexualitytowomen.
Finally,thepaperstatesthaUheworldexper孟encedbythose`DaughtersofaFather',whomanagedto
re-possessactivepassiveness,lsawodd,inwhich`theMother-Daughterarchetype'isconstellatedand`Dea血
andRebirth'happens.Th三sallowsthe`DaughtersofaFather'lobeopenedtogenulnenarcissismandgenuine
.ohlectlove.
